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     出身：愛知県名古屋市 

趣味：ロードバイク、カメラ、釣り 

好きな言葉：一期一会 

好きな食べ物：らーめん 

モットー：前向きに生きる 

資格：はり師、きゅう師、 

一般財団法人日本美容鍼灸マッサージ協会認定美容鍼灸師 

講師：マツモトキヨシ登録販売員実践講座 講師 

 

２０代のころ、空道という総合武道の練習で膝を痛めてしまい、まともに歩

けなくなったことがありました。知り合いの鍼灸師の方から、初めて鍼灸治療

を受け、直後から痛みが無くなり普通に歩くことができるようになったのです。

私はその時の感動がずっと忘れられずいました。 

父が脳梗塞になり、要介護状態となったことで、当時働いていた会社に勤め続

けるのが難しくなり、脳梗塞の後遺症の改善に鍼灸が有効であることを知り父

の様な後遺症や病気、辛い症状で苦しむ人を助けたい、一人でも減らしたい、

そのように思うようになり、父の病気がきっかけとなり、当時勤めていた会社

を退職、鍼灸師になることを決意しました。 

 

学生時代、鍼灸の勉強を進めていくうちに、鍼灸治療は非常に多くの疾患に

有効であることを学び、ものすごい可能性を感じました。研修生時代は毎日多

くの患者様を診させていただきました。中でも４０肩で腕が肩より上にあげる

ことが出来なかった患者様が診察を重ねるたびに腕が上がるようになっていき、

最初は辛そうに来院していた表情も、だんだん笑顔で通っていただけるように

なりました。今でもあの患者様のニコニコした表情はよく覚えています。 

 

鍼灸師になってからは講師活動も始め、マツモトキヨシの販売員に対してツ

ボを教える講師業を務めました。その他、認知症専門居宅介護施設への往診、

施設職員やご家族に向けての健康講座なども開催し、鍼灸の普及活動・地域住

民の健康向上に尽力しています。 

 

もし、何か体調不良や怪我を負っても２０代の私が経験したように、身近に

鍼灸師の方がいなければ、多くの人は病院で検査を受け、骨やじん帯に損傷が

あるのかどうかを調べ、痛み止めを処方され、時間の経過とともに治るのを待

つ人が圧倒的に多いのが現状です。 

 

薬に頼り過ぎるのではなく、身体の痛み、不調を、自己治癒力を引き出し自

らの力で治してく。そんな鍼灸治療の魅力をもっともっと世の中に広めたい。

しかし、鍼灸未経験者が、体調不良や怪我でいきなり鍼灸を選択することはほ

とんどありません。 



そこで、まずは気軽に来てもらえるように「きれいになる、若返り」という切

り口から鍼灸を知ってもらう為、美容鍼灸専門 「みず鍼灸院」を開業しまし

た。美容目的で来院される方も、お話を伺うと必ず身体のどこかに不調を抱え

ています。そして、顔の悩みの原因の本質は身体にあり、身体が元気で健康に

ならないことには本当の意味での美容を目指すことが出来ない、そう感じ、私

は当初から身体を診る美容鍼灸を取り入れていきました。 

 

美容目的で来院されたお客様で、実は身体の痛みをものすごく感じており鎮痛

薬の服用が日常だった方がみえました。身体を整える美容鍼灸を通じて、来院

されるたびに元気に、美しくなり、「鎮痛薬に頼らなくても大丈夫になった！」

「最近きれいになったね！」って言われた、という話を笑顔でされたとき、自

分の考える美容鍼灸はこれで間違いなかった！！美容鍼灸を通じ、苦しむ人を

救うことができた！と非常に嬉しく思ったことを覚えています。 

 

そんなとき、美容鍼灸の第一人者である、上田隆勇先生が代表を務める「一

般財団法人日本美容鍼灸マッサージ協会」と出会い、協会の理念「美容鍼灸・

マッサージを通じて、人々の美しさと健康に貢献し、豊かな社会を作る」「薬に

頼りすぎない社会づくり」や、代表上田隆勇の「鍼灸師を子供がなりたい職業

トップ１０に入れる」に激しく共感、感銘を受け、日本美容鍼灸マッサージ協

会に所属することを決意。代表の上田隆勇より直接指導を仰ぎ、協会の認定美

容鍼灸師となり、この地域の方々の美容と健康を任されています。 

 

美容鍼灸とともに身体の不調も一緒に改善することで、鍼灸の魅力を感じて

いただき、身体全身がより元気に、より美しく、笑顔と幸せを提供できる 

「健康と美、幸せのサポーター」として活動しています。 

 

 

みず鍼灸院 院長  
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